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総合調整会議（２０２６．７．１） 

○日 時 ： 令和８年７月１日（水） 午前８時５６分～午前９時４２分 

○場 所 ： 庁舎３階 談話室 

○出席者 ： 市長、教育長、部長等 

○欠席者 ： 政策調整監、市民部長（代理：総合窓口課長） 

 

＜会議内容＞ 

１．市長の指示事項 

市長の指示事項 

・特になし 

 

２．報告事項 

【案件名】２０２６年度 インターンシップ実習生の受入れについて 

→総務部長、人事課長より説明 

［総務部長］ 

・大学コンソーシアム京都主催のインターンシッププログラム実習生及び滋賀県立大学のイ

ンターンシップ実習生の受入れにあたり、報告を行うもの。 

 

区分：了 解 

 

 

【案件名】東京大学「フィールドスタディ型政策協働プログラム（FS）」の実施について 

→環境経済部長、商工観光労政課長より説明 

［環境経済部長］ 

・東京大学の「フィールドスタディ型政策協働プログラム（FS）」において、同大学の学部学

生・大学院生計３名が栗東市の課題解決に向けて活動することが決定したため、報告を行

うもの。 

 

区分：了 解 
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【案件名】令和８年度地域力創造アドバイザーの委嘱並びに事業概要について 

→環境経済部長、商工観光労政課長より説明 

［環境経済部長］ 

・令和８年度地域力創造アドバイザーの委嘱（２年目）に伴い、令和８年７月１３日の委嘱

式と本年度の事業概要について、報告を行うもの。 

 

区分：了 解 

 

 

３．閉会 

教育長からの挨拶 

・FIFA World Cup 26（北中米大会）が開催され、先日、日本対ブラジル戦が行われた。かつ

て本大会出場が目標であったが、戦略等を重ね、現在はその上の目標を掲げて戦っていた。

この姿勢は、業務においても、大きなビジョンを持って目標に向かう姿勢と通じる部分も

あると思うので、市として、事業の戦略や方向性を統一する際の参考としていただきたい。 


